
（様式第１号） 

令和 ４年 1 月 11 日 

長崎県知事  様 

長崎県 SDGs登録申請書 

申請者  所在地    長崎市興善町2番 8号

名 称    株式会社 西海建設

代表者    代表取締役社長 寺澤 孝憲

長崎県 SDGs 登録制度実施要綱の規定により、長崎県SDGs 登録企業等として登録申請します。 

【申請企業等の概要】 

所 在 地
（〒 850‐0032 ）長崎市興善町 2番 8号 
※本社が県外の場合は、下記に本社所在地もご記入ください。 
（〒 ）

（ふりがな）
申請事業者名称

かぶしきがいしゃ さいかいけんせつ 
株式会社 西海建設

業 種 総合建設業 

形 態 企業、ＮＰＯ、大学、団体、その他（            ） 

担 当 者 名 所属：総務部        職：部長 氏名：前田 圭介 

電 話 番 号 095‐825‐1413（代表） 

メールアドレス info@saikai.ne.jp 

ホームページ https://www.saikai‐grp.com 

そ の 他
（□にチェック
を入れて下さ
い。） 

☑県税等の未納はない。
☑長崎県が行う各種契約等からの暴力団等排除要綱別表１に掲げる各要件に
該当しない。

☑その他重大な法令違反はない。

☑SDGs 達成に向けての活動にかかる情報を開示する。 

添付書類 
・SDGs達成に向けた取組チェックリスト（様式第２号） 



＜SDGsの達成に向けた経営方針等＞ 
地域社会に根付いた建設会社として、持続的な企業の発展と雇用を始めとした地域社会への貢献を通
じ、未来に向けて新しい価値を提案し続けるオンリーワン企業を目指しており、これからも、地域や
お客さまの信頼を得ながら、社員と共に SDGsの達成に向けて取り組んでまいります。 

＜SDGs達成への重点的な取組及び指標＞ 
３側面 
(該当分野
にチェック)

取組 指標 
長崎県総合計画における

関連施策 

☑社会 

☑経済 

☑環境 

DX 部門強化により、働き方改
革の推進、まちづくり・インフ
ラ整備への ICT/IoT 最新技術
の活用を強化する。 
（2021 年 12月現在：2名）

DX専担者を4名以上配
置する。 

３－２－３
接続可能で魅力ある都市・
地域づくり 

☑社会 

☑経済 

☐環境 

自社での研修内製化や専門外・
多様性を踏まえ、将来を担う優
秀な若者の確保・育成・定着を
強化する。 
（2021年 4月実績：12名）

高校・大学生の新卒採用
を2022年から2024年
の 3 年間で 30 名以上
とする。 

１－１－１
将来を担う若者の就業支援
と魅力的な職場づくりの促
進 

☑社会 

☐経済 

☑環境 

地域振興等への協賛やボラン
ティア等の地域貢献活動に積
極的に取り組む。（地域貢献活
動 2020年度実績： 54件）

地域振興等の協賛や自
社周辺の清掃、および県
内の海岸清掃活動に毎
年 60件以上参加する。

３－１－１
地域活動を行う多様な主体
が支えあう、持続可能な地
域づくりの推進

＜SDGs達成に向けてのパートナーシップ＞ 
・SDGs達成に向けて、令和3年 3月に実施した「パートナーシップ構築宣言」に基づき、既存の取
引先企業とのリレーションを更に強化させることで、共存共栄を図ってまいります。 

※既に連携・協働を行っている他企業・団体との取組や、今後取り組みたいと考えている取組等を記載
してください。 

・社内向けにSDGs の取組みを定期的に発信していきます。

・あわせて、地域に向けてホームページ等にて取組状況を発信してまいります。 



【別紙】 

一括申請に包含される支店・営業所一覧 

支店・営業所名 所在地

福岡支店 
〒812‐0016 
福岡市博多区博多駅南1‐3‐8 博多パールビル704 号

佐世保支店 
〒859‐3241 
佐世保市有福町 297‐40

諫早営業所 
〒854‐0053 
諫早市小川町1278‐3

西海営業所
〒857‐2302 
西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷 2278‐59

上五島営業所 
〒857‐4404 
南松浦郡新上五島町青方郷 1666‐27 1F

対馬営業所 
〒817‐1523 
対馬市上県町瀬田440

島原営業所 
〒854‐0301 
雲仙市愛野町甲 4514
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（様式第２号）

SDGs達成に向けた取組チェックリスト （基本：記載必須、チャレンジ：3項目以上記載必須）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【内部管理体制】

経営理念及び経営目標を社内で共有している

【法令遵守】

法令順守の考えが社内に浸透し、法令を確実に遵守す
る体制・仕組みを構築している

【組織体制】

企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対応する担当や
専門部署などの体制を整備している

【ステークホルダーとの対話】
ステークホルダー（※）との対話により、自社の活動が
ステークホルダーに及ぼす影響を把握し、適切に対応
している（※利害関係者：消費者、投資家等及び社会全
体）
【SDGsの普及啓発（内部）】

社内において、従業員へのSDGsに関する教育機会を
適切に確保することで、SDGsの理念が社内に浸透して
いる

【社会的責任】

CSR（企業等の社会的責任）の考えに基づき企業活動
が社会・環境に及ぼす影響に対して、責任を持った対
応に取り組んでいる

【災害や事故などのリスクへの備え】

自然災害や事故などを想定した事業継続計画を策定
し、リスクへの備えを行っている

【事業承継】

事業承継に関する検討・対策を行っている

【フェアトレード】

フェアトレード商品の調達に取り組んでいる

【公正な競争】

汚職・贈収賄の禁止及び不正な競争に関与しない方針
を掲げ、社員に周知している

【個人情報保護】

個人情報を適切に管理している

【知的財産保護】

知的財産の保護に取り組んでいる

【サプライチェーン管理】

サプライヤー、事業パートナー等と、人権侵害の防止、
生物多様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での
適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）について
認識を共有し、共に取り組んでいる

【差別・ハラスメントの禁止】

性別、年齢、障がい、国籍、出自などによる差別や各種
ハラスメントを防ぐ体制が整備され、社内で差別や人権
侵害がないことを確認している

【労働安全衛生】

作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境
の整備に取り組んでいる

【ダイバーシティ経営】

多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）が十
分に活躍できる環境の整備に取り組んでいる

対応する主なSDGsの17のゴールと169のターゲット

基本
・法令等遵守の重要性について、「企業使命感」を定め、社員への浸透を
図っている。

3 基本
・担当者や責任者を配置している。
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響について把握している。

4 基本
・行政機関等との定期的な情報交換を行いながら、自社活動の影響を把握
し、適切に対応している。

番
号 項目 基本／

チャレンジ
具体的な取組内容

1

組
織
体
制

基本
・経営理念を「企業使命感」として明文化している。
・経営目標も期初に実施する経営方針発表会にて全社員に周知している。

2

7 チャレンジ

8 チャレンジ

5 基本
【予定】SDGsの社内研修や社内イントラへの掲示等により、社内にSDGsの
理念を浸透させる。

6 チャレンジ

・地域に根差した建設会社として、持続的な企業の発展と雇用を始めとした
地域社会への貢献を通じ、未来に向けて新しい価値を提案し続けるオンリー
ワン企業を目指すことを社内方針に掲げ、地域のリーディングカンパニーとし
ての役割を果たすことに取り組んでいる。

12 基本
【予定】他社の特許等を侵害していないか？定期的に確認する仕組を構築
する。

13 チャレンジ
・「パートナーシップ構築宣言」を実施（令和3年3月）し、既存の取引関係や企
業規模を超えた連携により、取引先との共存共栄に取り組んでいる。

9 チャレンジ

10

公
正
な
取
引

基本
・「就業規則」の服務規律や「企業使命感」において倫理を重んじる等、社員
に周知している。

11 基本
・個人情報の取扱いに関する規程を定め、安全かつ適正な取扱いに努めて
いる。

14 基本 ・性別や人種などの違いによる業務内容の差別的待遇を行っていない。

15 基本
・社員向けの説明会や本社・産業医による現場パトロールを定期的に実施し
ている。
・全社員を対象としたストレスチェックを毎年実施している。

16 基本
・活躍する若手女性社員への取材申出に積極的に対応し、ホームページ等
にも掲載している。

人
権
・
労
働

8 9
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（様式第２号）

SDGs達成に向けた取組チェックリスト （基本：記載必須、チャレンジ：3項目以上記載必須）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
対応する主なSDGsの17のゴールと169のターゲット

番
号 項目 基本／

チャレンジ
具体的な取組内容

【人材育成】

適切な能力開発、教育訓練の機会を従業員に提供して
いる

【公正な待遇】

雇用形態に関わらず、同一労働、同一賃金等の原則に
沿って対応している

【健康経営】

従業員が心身ともに健康を維持できるよう対策を講じ、
生産性の向上に取り組んでいる

【ワークライフバランス】

働き方の見直し等により、長時間労働を防止し、家庭と
仕事の両立を図るライフワークバランスを推進している

【DXの推進】

ICTやAIを活用したデジタル化等のDXの推進により業
務の効率化やビジネスモデルの変革に取り組んでいる

【廃棄物・有害化学物質】

廃棄物や有害化学物質の適切な管理、及び処理に取
り組んでいる

【エネルギー・温暖化】

自社のエネルギー使用量や温室効果ガスの排出量を
把握し、その使用量削減や排出量の抑制に取り組んで
いる

【環境配慮】

自社活動において、環境に配慮した製品の取り扱いに
取り組んでいる

【３Rの推進】

限られた資源を有効利用するため、３R（リデュース、リ
ユース、リサイクル）に取り組んでいる

【水の管理】

自社の水の利用状況を把握し、利用効率の改善に取り
組んでいる

【再生可能エネルギーの利用】

再生可能エネルギーの利用に取り組んでいる

【環境マネジメントシステム】

ISO14001、エコアクション21または同等の環境マネジメ
ント規格を取得している

【環境情報開示】

環境の取組に関する情報を正しく開示している

【天然資源の持続的利用】

天然資源の持続的利用に配慮した調達に取り組んでい
る

【食品ロスの削減】

食品ロスの削減に取り組んでいる

【森林資源の循環利用に向けた取組】

植林等、持続的な森林利用への取組を行っている

19 基本
・社員の健診受診率100％達成に向けた取組みを行っている。
・「健康経営宣言」「健康経営優良法人」等の外部認証を取得している。

20 基本
・業務効率化による「働き方改革」に取り組んでいる。
・有給休暇取得を促すため、3か月に一度、取得状況の確認を行っている。

17 基本
・「宮崎県産業開発青年隊」への研修派遣（1年間）に加え、各種外部研修の
受講や各種資格の取得など、社員のスキルアップのための教育機会を確保
している。

18 基本
・「同一労働同一賃金ガイドライン」に沿った体制や規程の整備を行ってい
る。

人
権
・
労
働

21 チャレンジ
・ＤＸ担当者を配置し、最新のICT機器の導入・活用等を通じ、生産性の向
上・働き方改革の推進に取り組んでいる。

22 基本
・【予定】自社が排出する廃棄物の量など現状把握を行い、排出量の抑制に
向けた取組みを行う。

23 基本
【予定】計算ツールを使用して使用量・排出量を把握し、削減に向けた取組
みを行う。

27 チャレンジ ・太陽光パネルを設置し、再生可能エネルギーの利用に取り組んでいる。

26 チャレンジ

24 基本
・ＩＳＯ14001を取得し、自社のEMS（環境マネジメントシステム）に基づき、自
然環境と地域発展の調和を目指した環境パフォーマンスの継続的な改善に
取り組んでいる。

25 基本 ・ペーパーレス化に取り組んでいる。

28 チャレンジ ・ISO14001を取得している。

29 チャレンジ ・ホームページに「環境方針」を開示している。

32 チャレンジ

30 チャレンジ

31 チャレンジ
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（様式第２号）

SDGs達成に向けた取組チェックリスト （基本：記載必須、チャレンジ：3項目以上記載必須）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
対応する主なSDGsの17のゴールと169のターゲット

番
号 項目 基本／

チャレンジ
具体的な取組内容

【海洋ごみ】

海洋ごみの削減や海洋汚染の防止に貢献している

【環境に配慮した交通手段】

電車やバスなどの公共交通機関の利用や、電気自動
車や水素自動車などの環境にやさしい自動車の使用を
促進している

【製品・サービスの安全性と品質確保】

製品・サービスの安全性や品質を確保する仕組みを構
築している

【ユニバーサルデザイン】

誰もが利用しやすいサービス提供や環境整備を行って
いる

【地域への参画】

地域の自治・福祉・防災活動や寄付、ボランティアなど
の社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

【地域資源】

地域産物等の地域資源を積極的に利用している

【社会課題解決】

社会課題を解決するための製品・サービスの開発・展
開に取り組んでいる

【インターンシップ等の受入れ】

職場体験やインターンシップの受入れ、出前講座の実
施など地域の児童・学生に対し、学びの場を提供してい
る

【若者の地元定着等】

若者の県内就職を促進する取組を行っている

【県や国の各種登録・認定制度を受けている】

（例）Ｎぴか企業認定／えるぼし認定

35

社
会
・
地
域
貢
献

基本
・施主等からの評価や意見を社内で共有し、改善に向けた取組みを行ってい
る。

36 基本
・当社グループ企業におけるバリアフリー設備の設置など、誰もが利用しや
すい環境整備に積極的に取り組んでいる。

39 チャレンジ
・若者の地元定着を後押しするために、ICT／ＩｏT等の先進技術を積極的に
取り入れ、生産性の向上とあわせ、ワークライフバランスを意識した“働き
方”を推進していく。

40 チャレンジ
・地元高校生や大学生を対象としたインターンシップを積極的に受け入れて
いる。

37 基本
・本社内の古紙回収等から得る収益を日本赤十字社に寄付している。
・地域におけるスポーツ振興（ミニラグビー大会開催など）や環境保全への協
賛、清掃等、ボランティア活動に積極的に取り組んでいる。

38 チャレンジ

41 チャレンジ
・若手社員や女性社員の活躍を広く訴求するために、各種取材の対応や
ホームページの掲載充実に取り組んでいる。

42 チャレンジ ・Ｎぴか（令和2年11月）、くるみん（令和元年7月）の認定を取得している。

チャレンジ

33 チャレンジ ・社員による海岸清掃活動を定期的に実施している。

環
境

34

12.2
12.5

14

9.4 11.2
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13.3

3.9 9 12.4

11.7
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